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1. 「339 カスカス Net」とは 

「３３９カスカス Net」とは、JF1KIC さんが管理している、CW による AJA 町村情報を共有

するための掲示板です。 

移動運用する局が、「○○市（区町村）で、○○MHz で運用します」といった情報を書き込むこ

とで、その場所との交信を希望している利用者が、運用を見つけやすくなります。 

・ 「339」は、CW の交信で使われる RST コードに由来しており、了解度が 5 段階の 3、信号

強度が９段階の３、（音調が 9）で、信号は弱く聞き取りにくいものの、何とか交信できる状態

を指します。 

・ 「AJA」とは、JARL のアワードで、日本国内の異なる市・郡・区のアマチュア局（移動局を含む）

と交信しQSLカードを得ることで、ポイントを集めます。AJAでは、町村はポイントの対象に

なりませんが、町村との交信を独自に集計して楽しんでいる利用者も多くいます。 

・ 「339 カスカス Net」は、市・郡・区・町村との CW 交信を希望する局と、移動局とをつなぐ

情報交換の場として利用されています。 

 

2. 利用のルール 

「339 カスカス Net」は、閲覧だけなら登録不要で、誰でも見ることができます。 

一方で、情報を書き込むには「カスカス ID」を取得する必要があります。 

利用する時には、以下の点に注意してください。 

● QTH（運用場所）の市区町村コードと周波数を分かりやすく 

・ 移動運用の情報を書き込む場合は QTH（運用場所）の市区町村コードと周波数を記載しま

す。POTA・SOTA 等でも、市区町村コードを明記してください。 

● CW 以外の情報は書き込まない 

・ 「339 カスカス Net」は、CW による交信の情報交換を目的とした掲示板です。そのため、

CW 以外の電波型式についての書き込みは禁止です。 
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● 短く、必要な情報を中心に 

・ 書き込みには、文字数の制限があります。 

・ 個人的な連絡など、他の利用者にとって必要性の低い書き込みは避け、多くの利用者に役

立つ情報を簡潔に書くことが大切です。 

● サテライト通信の交信ログを掲載することがある 

・ サテライト通信では、衛星が使える時間が限られているため、同じ局と何度も交信すると、限

られた運用時間が無駄になってしまいます。これを防ぐため、移動局がサテライト通信で交

信した局のコールサインを確認用として書き込む場合があります。 

 

3. 移動運用で上手に利用するコツ 

339 カスカス Net を利用している局には、1.9MHz から 1200MHz までの各バンド、さら

にはサテライトまで、幅広く運用する局が少なくありません。 

そのため、移動運用する側も、できるだけ多くのバンドを運用すると、要望に応じることがで

きます。 

● 「Wanted リスト」を確認する 

・ 利用者の中には、自分がまだ交信できていない市郡区町村を、ウェブ上で公開している人も

います。これらは、Wanted リスト、魚（うお）リストなどと呼ばれることがあります。 

・ 移動先を決める前にこれらのリストを確認すると、「この場所へ行けば、交信を待っている局

がいる」と分かり、移動運用の計画を立てやすくなります。 

● 情報を書き込むとパイルアップになることも 

・ 運用情報を書き込むと、短時間に多数の局から呼ばれるパイルアップになることがあります。 

・ 特に、珍しい町村や、交信したい局が多い場所では、非常に多くの局から一斉に呼ばれるこ

とがあります。 

・ 初心者の方は、まずコールサインを正確に聞き取ることを最優先にするとよいでしょう。 

● 普段交信しにくいバンドにも挑戦する 

・ 1.８・1.9MHz 帯、HF のハイバンド（１４～28MHz 帯）、V/UHF 帯などで、普段ならば交信

が難しい状況でも、運用情報を書き込むことで、「その場所と交信したい」局に運用を知らせ

ることができます。その結果、思わぬ局から呼ばれることもあります。 

● E スポが発生したらハイバンドを狙う 

・ 夏場などには、電離層の一種である「スポラディック E 層（E スポ）」が発生し、普段は遠距離

交信が難しい VHF 帯や HF ハイバンドで、遠くの局と交信できることがあります。 

・ イオノグラムなどで E スポの発生状況を確認し、条件が良ければ 28MHz、50MHz などの

ハイバンドにも積極的に運用すると、多くの交信につながることがあります。 

● 大がかりなアンテナは必須ではない 

・ 移動運用では、必ずしも大きなアンテナを用意する必要はありません。例えば、「ロングワイ

ヤーとオートマチックアンテナチューナー」の比較的簡単な構成でも、十分に交信することが
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できます。もちろん、可能であれば、高性能のアンテナを使用するに越したことはありません。 

・ 「立派なアンテナを用意する」よりも「実際に移動運用して情報を発信する」ことが重要です。 

 

４． 移動局を呼ぶための「お作法」 

CW で国内の移動運用局を呼ぶときには、限られた時間で効率よく交信するための「お作法」

があります。特に、珍しい場所からの運用では、多くの局が一斉に呼ぶ「パイルアップ」になりま

す。パイルアップでは、一人ひとりが勝手なタイミングで呼ぶと、移動局がコールサインを聞き取

れなくなってしまいます。以下のポイントを意識して呼ぶようにしましょう。 

● パイルアップでは、相手局と少し周波数をずらして呼ぶ 

・ CW のパイルアップで、相手局の送信周波数とまったく同じ周波数（ゼロイン）で呼ぶと、複

数の局の CW 信号が同じ周波数に重なってしまいます。こうなると、移動局側では、それぞ

れの局の符号の切れ目が分かりにくくなり、コールサインの聞き分けが難しくなります。 

・ そこで、パイルアップになっている移動局を呼ぶときは、相手局の周波数から数 10～数

100Hz 程度ずらして呼ぶと、信号を聞き分けてもらいやすくなります。 

・ ただし、離しすぎると移動局の受信帯域から外れてしまい、逆に聞いてもらえません。「相手

局と同じ周波数に重ならない程度に、少しだけずらす」と考えるとよいでしょう。 

● 「遅出し」「スローCW」は避ける 

・ パイルアップの中から一つの局を選ぶ時、必ずしも一番強い局が選ばれるとは限りません。

移動局側では、最初に聞こえた符号からコールサインを判断していくことがあります。 

・ そのため、他局が呼び終わってから呼び始める「遅出し」や、必要以上に速度を落とした「ス

ローCW」は、パイルアップではあまり効果がありません。コールサインを最後まで打ち終わっ

た頃には、移動局がすでに別の局との交信を始めていることさえあります。その状態で呼び

続けると、別の局の交信に自分の信号を重ねてしまい、妨害になる可能性があります。 

・ また、同じ理由で、パイルアップ中に、次のような呼び方も避けましょう。 

・ コールサインの後に「/QRP」を付ける 

・ コールサインの最後の長点「－」を必要以上に長く伸ばす 

・ コールサインを２回以上連打する 

● 聞こえない時は呼ばない 

・ 移動局が自局を呼び返しているのに、それに気付かずスルーしたり、もう一度自分のコール

サインを送ったりしている局を見かけることがあります。 

・ その原因の一つとして、移動局の信号が十分に聞こえていないにもかかわらず、掲示板の運

用情報を頼りに、一方的に呼び続けていることが考えられます。 

・ 移動局からの信号が聞こえない、あるいはコールサインを正確に解読できない場合は、無理

に呼ばないことが原則です。まず移動局の信号が聞こえるようになるまで待ちましょう。 

● 信号が弱い「カスカス QSO」は、タイミングを見て何度もチャレンジ 

・ 移動局の信号が非常に弱く、聞こえたり聞こえなくなったりすることがあります。このような
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場合でも、あきらめる必要はありません。 

・ QSB（フェージング）によって、同じ局の信号が時間とともに強くなったり弱くなったりする

ことがあります。信号が「浮いてきた」、つまり一時的に強くなったタイミングを狙って呼ぶこ

とで、交信できる可能性があります。 

・ 信号が弱い場合には、次のような方法も有効です。 

・ CW の速度を少し落とす 

・ 符号と符号の間隔を少し広げる 

・ 一度で無理なら、時間を置いてもう一度呼ぶ 

・ こうした工夫を重ねて、非常に弱い信号からコールサインを聞き取り、交信を成立させるこ

とが「339 カスカス QSO」の醍醐味です。 

・ 単に強い信号を見つけて交信するのではなく、「聞こえない……今だ！」という瞬間を狙っ

て交信を成立させるところに、カスカス QSO ならではの面白さがあります。 

 

５． 初心者の方へ 

・ 339 カスカス Net を移動運用で初めて利用する場合は、難しく考える必要はありません。

基本は、次のような流れです。 

① 移動運用先を決める 

② その場所を欲しがっている局（Wanted）を確認する 

③ 運用情報を 339 カスカス Net に書き込む 

④ CW で交信する 

⑤ QSL を発行する 

・ 例えば、「○○町に移動して、7MHz CW で運用」という情報を掲載することで、「その町は

まだ未交信だから、ぜひ交信したい！」という局が、運用を待ってくれることがあります。 

・ 初心者の方は、他の移動局がどのような情報を書き込んでいるのかを参考にするところか

ら始めてください。ルールを守って情報を発信すれば、移動運用がさらに楽しくなります。 

 

６． QSL カードについて 

・ 339 カスカス Net の利用者は、hQSL を利用している局が多い傾向にあります。そのため、

紙 QSL カードだけでなく、hQSL にも対応しておくと喜ばれるでしょう。eQSL、LoTW の

利用局も増えています。 

・ 一方で、紙 QSL カードだけを希望する局や、紙 QSL カードの送付を希望しない局もいま

す。また、紙 QSL カードだけに対応している局とは交信しない局もいます。 

・ 移動運用では、交信前後に相手局の QSL 交換方法を確認しておくと、相手局の希望に合わ

せやすく、後のトラブルを避けることができます。 

以上 


